






































ソースコード 1 のように、行頭に ‘#’ を
付けることで見出しを記述できる。‘#’ の個
数で見出しのレベルを定義できる。HTML
文書では、‘#’1 個の見出しが H1 に対応し、
‘#’2 個から ‘#’6 個まで順に H2～H6 に対応
する。本稿では LATEX 文書に変換する際に、
‘#’1個の見出しを chapter、‘#’2個から ‘#’6個
















































Pandoc は、Markdown, HTML, LATEX,
Word などの文書ファイルを、様々な形式
（Markdown, HTML, LATEX, Wordなど）に変
換できる非常に強力な Universal Document
Converterである。
Markdown 形式のファイル (input.md) か
ら LATEX形式のファイル (output.tex)への変
換は次のようなコマンドで行う。




















分が、LATEX の “fig. \ref{name}” にあた
り。LATEX とは異なり “fig.” が変換時に付
与される。“fig.” の部分は YAML で設定
ファイルを書くことで “図”に変更できる [6]。
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1. Markdown + pandoc-crossref 形式の原
稿ファイルを作成
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